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卒業式 3 月 15 日（水） 校長 式辞 

前日の総練習の前に、3年生より雑巾贈呈式がありました。そして、今年度の北野賞授賞式も行われました。 

＜北野賞 受賞者＞ 

3－1 中野 里梨、藤井江利紗、四十坊広大      2－2 腰本 彩乃 文化祭テーマ考案 

   若林 嵩也、勝崎日奈子       生徒会誌 1－3 小名美沙希 文化祭のシンボルマーク考案 

3－2 湯浅 美穂、濱田 珠理、松村 唯生 しらかば 3－1 林 寿輝弥 バドミントン中体連全国大会出場 

3－3 森  亮介、道下 義樹       表紙デザ 3－1  銭目留凜子 40 周年記念式典 看板題字製作 

3－4 柴田 杏理、佐々木摩耶、森澤 俊介 イン採用 3－4 落合 早輝 スポーツチャンバラ国体優勝 

   梅原 夏菜、兼子 喜行、加藤 凱斗      2－2 相原 彩夏 全日本チアダンス大会全日本優勝 

2－1 木野 舜悟 バドミントン中体連新人戦全道優勝 5 組 花壇の水やり 

（前略） 

ただ今、第４０期卒業生のみなさんに卒業証書をお渡ししました。この卒業証書は、皆さん一人一人の三年間の努

力と成長の証であり、とても重みのあるものだと思います。今日は、これまで皆さんの成長を見守り、育ててこられ

たご両親やご家族、また周囲の方々に感謝し、これからの自分の生き方とその決意を明らかにする日であってほしい

と思います。（中略） 

私がみなさんと過ごした 2年間、いつも言い続けてきたことは「北野中に集うすべての人にとって過ごしやすい、

居心地の良い場所にしてください。」とお願いしてきました。どんなことにも全力で向かう事、仲間を大切にするこ

と、ルールを守ることなど。そのどれも地味な繰り返しですが、北野中の皆さんすべてがそれにむけて努力してくれ

ました。特に卒業生であるみなさんは学校のリード役として、様々な場面で良き姿を示してくれました。日々の些細

な積み重ねが、居心地の良い場所を作ることを実践し、証明してくれました。 

卒業証書を渡しているとき、私はみなさんに未来を託す、引継ぐ、次の時代を頼みますよという心持でいました。

そして、卒業後は、大人としてともに良き平和な社会を目指していくという同じ志を持つ大人として過ごしていきた

いと思っています。これまで、みなさんに対して私たち教職員は、先に生きた大人として、全身全霊で様々なことを

伝えようとしてきました。それは、過去を伝えることが私達の使命であり、過去の様々なものを伝えることで、私よ

り先の未来を創っていく皆さんの力となればという強い思いでした。みなさん一人一人の命を含め、過去の様々な知

恵が今の社会を作っています。そして、それらをもとにして未来を創っていくのはみなさんです。 

その未来でのみなさんの進む道では、決して楽なことばかりではないと思います。時に迷い、思い通りにならない

と悩み、苦しむこともあるでしょう。でも、たとえひと時、思い通りにいかなかったとしても、進んだその道が、自

分にとって正しい道となるよう努力し進んでほしいのです。また。そうしていくことで、正しい道になっていくもの

と思います。自分の進む道を、自分にとって正しい道にするのは皆さん自身の強い意志と思います。苦しければ、休

んだり立ち止まってもいいのです。誰かに助けを求めることも必要です。そしてどんなふうにしても生きぬいてほし

いと願っています。自分ではどうにもならないと思っていても決してそんなことはありません。必ず違う考え、道は

あるものです。ここにいるすべての人が皆さんを応援していること覚えていてください。 

今日の皆さんがあるのも、これまでのたくさんの方の知恵と支えがあったからです。みなさんは、今まで、多くは

自分のためにと努力してきたことでしょう。もう少し先の未来では、誰かのために努力できる、頑張れる人を目指し

てください。人は自分のためだけでなく、誰かのためである方がずっと強くたくましくなれると思います。誰かのた

めに頑張れる人生は、より一層輝ける人生と思います。 

そして、喜び、楽しみ、苦しみ、そのどれもがみなさんの人生において存在することと思って、それぞれのすばら

しい人生を歩んでいくことを期待しております。ここにいる一人一人がかけがえのない大切な存在であり、生き抜く

ことが皆さん自身の夢や希望を実現する一歩であります。真剣に立ち向かい、実現させた夢や希望ならば、きっと社

会に貢献できるでしょう。北野中学校を卒業したみなさんならきっとそうできると信じております。 

今、りっぱに中学校を卒業しようとするお子様たちの成長は保護者の方をはじめ、地域の方々の私たち教職員に対

してのたくさんのご協力と陰なる支えがあってこそと思っております。思春期というむずかしくもこの貴重な三年間

を共に育て、支える良き大人としてご尽力いただいたことに心より感謝申し上げます。卒業生の皆さんの今後の努力

と前に向かう勇気を期待して式辞といたします。 
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お世話になりました  離任式 3 月 2４日 12 名の職員が本校を離任することになりました。                 

校長 齋藤 歓子（ご退職）                                      

38 年間の教職生活を振り返って、時を越え、取り巻く環境

が変わっても、中学生というのは変わっていないと強く実感し

ています。人生の中でも、心も体も変化が激しく、まぶしいほ

どに様々なことに全力で立ち向かう中学生たちと関わること

は、本当に素晴らしい事であったと思っています。「良き大人

の集うところに良き子どもが育つ」ことを実感させてくれたの

が北野中学校でした。保護者、地域の皆様には様々な所で支え

ていただき、ありがとうございました。 

 
教諭 古山 隆弘（ご退職） 

今年度で定年退職を迎え北野中学校を去ることになりました。

北野中在職は２年でしたが多くの生徒たちと触れ合い、授業や

部活動、係活動などで楽しく過ごすことができました。子供た

ちに何をどれだけ伝えられたのか、北野中に幾ばくか貢献でき

たのか・・・。生徒たちに元気をいっぱいもらいました。本当

に有難うございました。 
 

教諭 井手 良市（国語科 日章中学校へ） 

つい一年前に、北野中学校に着任し、約 20 年ぶりの 

友人との再会を果たし、そしてとても素直な生徒にも 

恵まれ、大変楽しい日々でした。わずか一年で転勤を迎えまし

たが、私にとっては大変貴重な時間になりました。遠く日章中

学校から、皆さんの活躍を祈っています。 

 
教諭 冨井 俊郎（理科 日章中学校へ） 

 北野中学校には、再任用の１年間もふくめて４年間お世話に

なりました。臨時の担任を２回やらせていただいたり、今とな

ってはいい思い出となっています。今の２年生とお別れするの

はとても心残りもありますが、北野で経験したことをいかして、

次の学校でも子どもたちのために頑張りたいと思います。 

 

教諭 吉田 裕次（数学科 東白石中学校へ） 

 現在社会は変化が激しく、それに対応する事が求められてい

ます。生徒達にはしっかりと物事に向き合い、考え、行動する

事で、開けない道はないという事を伝えたいと思っていました。

自分の道をしっかりと自分自身の力で進み、成功を掴めるよう

心から祈っています。今まで本当にありがとうございました。 

 

教諭 富塚 大輔（保健体育・家庭科） 

北野中学校に来てからいろいろなことに挑戦できました。そ

れも、明るく素直で一生懸命な生徒たちに囲まれたからだと思

います。子供たちの成長を近くで見ることができ、この学校に

来られて幸せだったと思っています。今までありがとうござい

ました。 

教諭 近藤日出男（体育科 定山渓中学校）  

 一年間でしたが大変お世話になりました。北野中の生徒は元

気がよく、優れた能力をもった子が多く、とても楽しく過ごす

ことができました。生徒との活動でもはじめて経験することが

多く、この年になっても学ぶことが数多くありました。定山渓

でも新たな経験があると思いますが最後の年になるので頑張り

ます。ありがとうございました。 

 
教諭 山口 絵美（英語科 真駒内曙中学校） 

 生徒や保護者の皆様から温かく接していただき、とても幸せ

で充実した７年間を過ごすことができました。ありがとうござ

いました。合唱コンクールや文化祭での取り組みのすばらしさ

は、これからも伝統として引き継いでほしいと思います。北野

中学校の今後の発展を心よりお祈り申し上げます。 

 
教諭 菅原 暁子（特別支援 柏丘中学校へ） 

北野中学校で過ごした 3 年間は、私の心の中に温かい思い出

となって残っています。生徒のみなさんからもらったエネルギ

ーを大切に、新しい学校でも力を尽くしたいと思っています。

保護者のみなさまには温かく支えていただき感謝の気持ちでい

っぱいです。みなさまのご健康とご活躍を心よりお祈り申し上

げます。 
 

教諭 西村奈緒美（養護教諭 平岡中学校へ） 

素直な子どもたちと温かい保護者の皆様に支えられて、毎日

が、とても楽しく充実した日々でした。気が付けば 7 年という

歳月が流れ、この職に就いてから最も長い期間を過ごさせてい

ただき、私の人生にとって大切な宝物になりました。皆さまの

ご健康とますますのご活躍をお祈り申し上げます。 
 

用務員 吉井 賢一（清田中学校へ） 
 このたび清田中学校に転勤することになりました。北野中学

校では４年間お世話になりました。今まで直接皆さんと接する

ことはなかったのですが、皆さんのいきいきとした毎日の様子

を見るたび、私は皆さんからエネルギーをもらいました。本当

にどうもありがとうございました。お元気で。 

  

AＬＴ ウリベ マーラ（八条中学校へ） 

 

 I had a lot of fun working together the students. 

They were always full of energy and interesting ideas. 

They made working at this school enjoyable. I hope they 

continue to learn and grow. They are full of potential 

and I know they will succeed well in life if they continue 

to try hard. 


